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ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
文
書
形
式
学
と

モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ

マ
ー
ク
・
メ
ル
ジ
オ
フ
ス
キ
ー

津
田
拓
郎
訳

親
愛
な
る
み
な
さ
ま
、

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
文
書
形
式
学
の
始
ま
り
に
位
置
し
て
い

る
の
は
、
一
六
三
三
年
に
ト
リ
ア
ー
で
発
行
さ
れ
たA

rchiepis-

copatus
et

E
lectoratus

T
revirensis

,
Per

refractarios

M
onachos

M
axim

inianos,A
liosque,turbati

と
い
う
論
考
で

す
。
こ
の
作
者
不
詳
の
論
考
と
と
も
に
古
い
時
代
の
証
書
を
学
問

的
に
扱
う
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
作
業
に
お
い
て
ド
イ
ツ

歴
史
学
協
会
、
後
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト

リ
カ
は
、
一
八
一
九
年
の
設
立
以
来
今
に
い
た
る
ま
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
帝
国
男
爵
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ

イ
ン
に
よ
っ
て
一
八
一
九
年
に
設
立
さ
れ
た
「
ド
イ
ツ
歴
史
学
協

会
」
に
起
源
を
持
つ
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト

リ
カ
は
、
差
し
当
た
り
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
を
備
え
る
こ
と
な
し

に
代
表
者
の
居
住
地
に
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。
一
八
二
三
年
以
来

活
動
し
て
い
た
学
術
分
野
代
表
ゲ
オ
ル
ク
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ペ
ル

ツ
が
一
八
七
四
年
に
解
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
組
織
の
形
態

が
固
ま
り
、
そ
れ
は
根
本
に
お
い
て
は
今
日
ま
で
継
続
し
て
い
ま

す
。
総
裁
と
並
ん
で
、
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
中
央
委
員
会
が
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
の
最
も
重
要
な
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
央
委

員
会
は
と
り
わ
け
、
総
裁
の
選
出
と
史
料
の
編
纂
・
刊
行
計
画
の

決
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
史
料
編
纂
者
と
し
て
選
ば

れ
た
研
究
者
た
ち
が
人
的
構
成
員
と
し
て
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
様
々
な
学
会
組
織
の
代
表
者
た
ち
が
組
織
的
構
成
員
と
し
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て
所
属
し
て
い
ま
す
。
次
第
にM

G
H

は
、
ゆ
る
い
人
的
結
合
か

ら
実
体
を
持
っ
た
施
設
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
際
特

に
、
古
書
体
学
者
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ト
ラ
ウ
ベ
と
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
テ
ィ
ス
ト
の
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ホ
ル
ダ
ー
�
エ
ッ
ガ
ー
の
大
規
模

な
蔵
書
を
受
入
れ
た
こ
と
で
、
固
定
し
た
研
究
所
と
人
員
の
必
要

性
が
増
大
し
た
の
で
す
。
現
在M

G
H

は
、
一
年
間
で
約
百
四
十

万
ユ
ー
ロ
も
の
資
金
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
十
人
の

研
究
者
と
八
人
の
非
研
究
者
に
賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
は
一
八
七
六
年
以
降
ベ
ル
リ
ン
に
置
か
れ
て
い
ま

し
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
以
後
は
バ
イ
エ
ル
ン
に
移
り
、

一
九
六
三
年
以
降
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
学
術
文
化
省
の
法
的
監
督
の

も
と
に
お
か
れ
た
公
法
に
基
づ
く
団
体
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
研

究
所
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
総
裁

（
現
在
は
ル
ド
ル
フ
・
シ
ー
フ
ァ
ー
）
に
よ
っ
て
率
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
そ
の
図
書
館
で
、
十
三
万
冊
以
上

の
蔵
書
を
備
え
て
お
り
、
お
そ
ら
く
中
世
に
特
化
し
た
専
門
図
書

館
で
は
現
在
世
界
最
大
の
も
の
で
す
。
現
在
ド
イ
ツ
中
世
史
研
究

所
と
も
呼
ば
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
の
設
立
以
来
の
任
務
は
、
重
要

な
歴
史
史
料
の
批
判
版
の
刊
行
で
す
。
こ
の
任
務
は
こ
こ
数
十
年

の
間
に
、
新
た
な
史
料
群
の
包
含
と
研
究
領
域
の
拡
大
を
通
じ
て

常
に
拡
張
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
歴
史
叙
述
、
証
書
、
立
法
、
法

書
に
加
え
て
、
書
簡
集
、
詩
、
記
念
書
と
ネ
ク
ロ
ロ
ギ
ア
、
政
治

的
論
考
、
精
神
史
に
関
す
る
文
書
が
編
纂
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
究

所
が
発
行
す
る
雑
誌
、『
ド
イ
ツ
中
世
史
研
究
雑
誌
』
に
お
い
て

は
、
史
料
批
判
研
究
を
通
じ
て
編
纂
作
業
が
準
備
・
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
雑
誌
は
最
新
の
国
際
的
な
中
世
研
究
の
成

果
に
つ
い
て
の
報
告
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
私
が
お
話
し
し
た
い
こ
と
は
、
文
書
形
式
学
の
発
展
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
の
役
割
、
そ
し

て
近
代
文
書
形
式
学
に
お
け
る
そ
の
役
割
で
す
。
こ
こ
で
は
ド
イ

ツ
だ
け
で
な
く
ド
イ
ツ
語
圏
全
体
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
と
し
ま

す
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
は
当
然
の

こ
と
と
し
て
国
境
を
越
え
て
活
動
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
一
八
七

六
年
以
来
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
代
表
一
人
が
中
央

委
員
会
に
加
わ
っ
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
重
要
な
証

書
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ス
イ
ス
と
も
緊
密
な
関

係
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
何
年
も
前
か
ら
一
人
の
ス
イ
ス
人
研
究

者
が
、
ス
イ
ス
国
民
基
金
の
資
金
援
助
を
受
け
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の

M
G
H

に
滞
在
し
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
文
書
形
式
学
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ

ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
の
設
立
以
前
に
一
八
六
年
の
歴
史
を

持
っ
て
い
ま
す
。
既
に
述
べ
た
、
ザ
ン
ク
ト
・
マ
ク
シ
ミ
ン
の
修

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
文
書
形
式
学
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ

一
一
九
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一
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九
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道
士
に
よ
る
偽
作
を
批
判
す
る
一
六
三
三
年
の
論
争
文
書
が
、
ザ

ン
ク
ト
・
マ
ク
シ
ミ
ン
修
道
院
と
ト
リ
ア
ー
大
司
教
座
の
間
の
長

期
に
渡
る
「
文
書
戦
争
」bellum

diplom
aticum

を
引
き
起
こ

し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
偶
然
の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
争
い
は

ま
さ
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
対
象
を
巡
っ
て
生
じ
ま
し
た
。
ザ
ン

ク
ト
・
マ
ク
シ
ミ
ン
の
証
書
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
最
も
重
要

な
偽
作
群
の
一
つ
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
代
に
テ
オ
・
ケ
ル
ツ
ァ

ー
が
こ
の
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
ま
で
、
学
会
に
対
す
る
挑

戦
で
あ
り
続
け
て
き
た
の
で
す
。
一
六
三
三
年
の
論
考
の
刊
行
は

新
時
代
を
画
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
一
七
二
一
年
以
来
、

こ
の
争
い
と
と
も
に
「
文
書
戦
争
」bella
diplom

atica

の
時
代

が
始
ま
る
と
い
っ
て
良
い
十
分
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
文

書
戦
争
」
で
は
、
関
係
す
る
諸
党
派
が
印
刷
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
、

証
書
に
含
ま
れ
る
権
利
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た

特
定
の
証
書
の
真
正
性
を
争
っ
た
の
で
す
。

十
七
世
紀
の
二
つ
の
大
編
纂
事
業
の
間
の
争
い
の
中
で
、
文
書

形
式
学
は
法
廷
で
の
議
論
の
助
け
か
ら
一
つ
の
学
問
分
野
へ
と
変

化
し
ま
し
た
。
一
方
で
は
ジ
ャ
ン
・
ボ
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
始
め
ら

れ
た
『
聖
人
伝
集
成
』
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ス
ト
達
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
他
方
で
は
『
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
の
聖
人
伝

集
成
』
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
士
の
修
道
会
、
い
わ

ゆ
る
モ
ー
リ
ナ
ー
（
サ
ン
・
モ
ー
ル
会
士
）
た
ち
に
よ
っ
て
編
纂

さ
れ
ま
し
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
ダ
ニ
エ
ル
・
パ
ー
ペ
ン
ブ
ル
ー
ク

に
よ
っ
て
『
聖
人
伝
集
成
』
四
月
第
三
巻
に
お
い
て
公
表
さ
れ
た
、

サ
ン
ド
ニ
修
道
院
の
最
古
の
証
書
に
対
す
る
偽
作
の
疑
い
に
対
抗

し
て
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
士
ジ
ャ
ン
・
マ
ビ
ヨ
ン
は
、
一
六
八
一

年
刊
行
の
『
古
文
書
論
六
巻
』
の
中
で
、
強
力
な
資
料
的
基
盤
に

基
づ
く
一
般
的
・
体
系
的
な
証
書
研
究
を
構
想
し
ま
し
た
。
マ
ビ

ヨ
ン
は
、
パ
ー
ペ
ン
ブ
ル
ー
ク
―
マ
ビ
ヨ
ン
流
の
「
古
の
羊
皮
紙

に
つ
い
て
の
真
贋
確
定
」
の
た
め
の
方
法
論
的
技
術
を
も
た
ら
し

た
の
で
す
。

マ
ビ
ヨ
ン
は
刊
本
作
成
の
た
め
の
規
則
を
与
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彼
の
『
古
文
書
論
六
巻
』
の
第
六
巻
は
証
書

編
纂
を
扱
っ
て
お
り
、
長
い
間
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
位
置
を
占
め
て

き
ま
し
た
。
彼
は
常
に
テ
ク
ス
ト
作
成
の
た
め
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
い
し
は
最
古
の
伝
来
物
を
用
い
る
こ
と
を
試
み
、
刊
行
し
た
テ

ク
ス
ト
の
中
で
は
常
に
、
何
を
史
料
と
し
た
の
か
を
明
示
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、「
自
筆
文
書
か
ら
」（
し
ば
し
ば
所
蔵
地
の
記
述

も
）、「
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
従
っ
た
」、「
あ
る
研
究
者
の
写
し
に

従
っ
た
」、「
刊
本
に
従
っ
た
」
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
テ
ク
ス
ト

は
註
解
や
理
解
補
助
の
記
述
と
は
区
別
さ
れ
て
、
視
覚
的
に
強
調

さ
れ
ま
し
た
。
彼
は
刊
本
の
外
形
に
関
し
て
も
、「
文
書
戦
争
」

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号

一
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の
範
に
な
ら
っ
て
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
レ
の
形
で
図
像
を
再
現
す
る
レ

ゲ
ス
タ
（
史
料
リ
ス
ト
）
の
形
態
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
全
体
の

再
現
は
銅
版
画
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
は
極
め
て
高
価

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
も
そ
も
図
像
を
再
現
す
る
レ
ゲ
ス
タ
の
体

裁
を
と
っ
て
い
る
だ
け
で
も
『
古
文
書
論
』
は
豪
華
な
作
品
な
の

で
す
。

編
纂
技
術
に
加
え
て
方
法
論
に
つ
い
て
も
、
マ
ビ
ヨ
ン
は
長
期

的
に
有
効
な
基
準
を
確
立
し
ま
し
た
。
十
七
／
一
八
世
紀
の
こ
の

種
の
刊
本
の
頂
点
に
相
当
す
る
の
は
、
一
七
九
一
年
に
刊
行
さ
れ

た
ブ
レ
キ
ニ
に
よ
る
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
期
の
証
書
集
で
す
が
、
残
念

な
こ
と
に
一
七
九
三
年
に
革
命
の
中
で
大
部
分
が
廃
棄
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
極
め
て
少
数
の
み
が
破
壊
を
免
れ
て
い
ま
す
。
十

八
世
紀
に
お
い
て
は
、
学
問
的
な
い
し
歴
史
的
関
心
だ
け
が
証
書

編
纂
の
動
機
だ
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
的
な
証
書
集
が

領
邦
君
主
の
正
当
化
の
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
│
│
例
え
ば
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
の
証
書
写
本
の
よ
う
に
。
ま
さ
し
く
フ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
中
世
の
証
書
は
、
君
主
の
立
法
の
原
型
と
し
て
の
誤
っ
た
理
解

に
基
づ
い
て
、
収
集
・
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
証
書
は
当
時
、
将
来

的
に
も
利
用
可
能
な
諸
権
利
を
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

領
土
的
要
求
が
行
わ
れ
え
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
臣
コ
ル
ベ
ー

ル
の
指
示
で
そ
の
収
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
多
く
の
場
所

で
は
悪
用
の
恐
れ
ゆ
え
に
そ
れ
ら
は
持
ち
出
さ
れ
な
い
ま
ま
保
管

さ
れ
続
け
ま
し
た
。
公
開
す
る
目
的
を
持
た
な
い
刊
本
す
ら
も
作

ら
れ
ま
し
た
。
ス
イ
ス
の
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
の
修
道
士
達
が
一

七
四
八
年
に
『
証
書
写
本
』
を
二
十
四
部
の
み
作
成
し
た
の
で
す
。

そ
の
う
ち
完
全
な
形
を
と
っ
て
い
る
の
は
た
だ
一
部
の
み
で
し
た
。

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
も
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
も
一
八
〇
〇
年
前

後
に
終
わ
り
を
む
か
え
、
憲
法
上
の
断
絶
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
出
来
事
が
証
書
の
意
義
を
根
本
的
に
変
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
還
俗
、
つ
ま
り
古
い
修
道
院
の
解
散
と
教
会
に
よ
る
支
配
の

解
消
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
熱
心
に
守
ら
れ
て
き
た
証
書
の
蓄
え
は
、

爆
発
力
を
秘
め
た
権
原
の
保
管
庫
か
ら
│
│
革
命
の
中
で
こ
れ
ら

の
極
め
て
多
く
が
燃
や
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
│
│
多
か
れ
少
な

か
れ
時
代
遅
れ
の
歴
史
的
文
書
収
集
へ
と
、
短
期
間
の
内
に
変
化

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
で
起
こ
っ

た
こ
と
と
し
て
、
文
書
形
式
学
は
同
時
に
二
つ
の
古
典
的
環
境
を

失
い
ま
し
た
。
法
律
家
は
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
終
結
以
降
、

例
外
事
例
に
お
い
て
の
み
証
書
を
扱
う
よ
う
に
な
り
、
こ
の
分
野

へ
の
関
心
を
失
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
修
道
院
の
解
散
に
よ

っ
て
、
常
に
重
要
で
あ
り
続
け
て
き
た
学
識
の
あ
る
修
道
士
達
の

学
術
的
活
動
か
ら
物
質
的
基
盤
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
後
退
の
後
、
証
書
へ
の
取
り
組
み
は
十
九
世
紀
に
な
っ
て

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
文
書
形
式
学
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ

一
二
一
（
一
二
一
）



再
び
活
気
を
取
り
戻
し
ま
す
。
そ
の
幕
開
け
は
、
ヨ
ハ
ン
・
フ
リ

ー
ド
リ
ヒ
・
ベ
ー
マ
ー
の
レ
ゲ
ス
タ
作
成
で
し
た
。
彼
は
、
差
し

当
た
り
従
来
の
刊
本
に
基
づ
い
て
、
君
主
の
証
書
を
年
代
順
に
ま

と
め
た
の
で
す
。
他
方
で
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
文
書
形
式
学

そ
の
も
の
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
が
崩
壊
し
法
律
家
が
証
書
研
究

か
ら
手
を
引
い
た
後
は
、
大
部
分
眠
り
に
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

革
命
が
終
わ
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
廃
位
さ
れ
、
ウ

ィ
ー
ン
会
議
後
に
君
主
支
配
が
再
び
確
立
さ
れ
た
後
に
な
っ
て
、

君
主
の
証
書
が
再
び
前
面
に
現
れ
て
き
た
の
は
偶
然
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
皇
帝
・
国
王
証
書
は
、
一
八
一
九
年
に
設
立
さ
れ
た
モ
ニ

ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
の
編
纂
計
画
の
中
に

は
じ
め
か
ら
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ベ
ー
マ
ー
は
一
八
二
三
年
か

ら
一
八
六
三
年
に
没
す
る
ま
で
、
事
務
長
と
し
てM

G
H

に
直
接

関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
たM

G
H

は
、
日
本
の
帝
国
大
学
史
料

編
纂
掛
を
も
含
む
、
十
九
世
紀
の
多
く
の
国
家
事
業
の
モ
デ
ル
に

も
な
り
ま
し
た
。
ロ
マ
ン
主
義
的
な
情
熱
、
愛
国
感
情
の
高
ま
り
、

政
治
的
変
革
に
よ
っ
て
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
貴
重
な
証
書
群
へ
の

配
慮
が
、
十
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
証
書
編
纂
を
促
進
し
た
の
で

し
た
。

編
纂
技
術
の
分
野
で
は
十
七
／
十
八
世
紀
の
状
況
が
続
い
て
お

り
、
カ
ー
ル
・
ペ
ル
ツ
が
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
期
の
証
書
の
刊
本
を

M
G
H

国
王
証
書
篇
と
し
て
フ
ォ
リ
オ
本
で
刊
行
し
た
一
八
七
二

年
ま
で
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
は
続
き
ま
す
。
カ
ー
ル
・
ペ

ル
ツ
（
一
八
二
八
―
一
八
八
一
）
の
父
、
ゲ
オ
ル
ク
・
ハ
イ
ン
リ

ヒ
・
ペ
ル
ツ
（
一
七
九
五
―
一
八
七
六
）
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
の

創
設
者
シ
ュ
タ
イ
ン
男
爵
の
後
継
者
と
し
て
、
何
十
年
に
も
渡
っ

て
ド
イ
ツ
歴
史
学
協
会
、
つ
ま
り
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア

エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
を
率
い
て
い
た
人
物
で
す
。
十
八
世
紀
の
専
門

家
達
と
同
じ
よ
う
に
カ
ー
ル
・
ペ
ル
ツ
は
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
期
に

つ
い
て
の
自
身
の
版
の
た
め
に
、
古
い
刊
本
か
ら
抜
き
書
き
を
行

い
ま
し
た
が
、
ど
の
部
分
が
特
に
ブ
レ
キ
ニ
に
基
づ
い
て
い
る
の

か
を
明
確
に
記
述
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
ペ
ル
ツ
は

「
常
法
」
に
違
反
し
た
の
で
す
。
ゲ
オ
ル
ク
・
ヴ
ァ
イ
ツ
は
「
証

書
は
い
か
に
し
て
編
纂
さ
れ
る
べ
き
か
」
と
題
し
た
論
考
の
中
で
、

一
八
六
〇
年
に
既
に
当
時
の
様
々
な
証
書
編
纂
作
業
を
考
察
し
て

い
ま
し
た
（
彼
は
父
親
の
ほ
う
の
ペ
ル
ツ
が
失
脚
し
た
後
、
一
八

七
四
年
に
協
会
の
会
長
と
し
て
そ
の
後
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り

ま
す
）。
彼
は
、「
皇
帝
証
書
の
収
集
に
何
年
も
費
や
し
た
今
と
な

っ
て
は
、
古
い
時
代
の
テ
ク
ス
ト
の
い
く
ら
か
改
良
さ
れ
た
印
刷

本
で
満
足
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
し
て
、
そ
の
代
り
に
、

「
そ
れ
故
に
証
書
の
版
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
よ
り
一
般
的
な
収

集
に
つ
い
て
、
第
一
の
一
般
的
要
求
を
述
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

史
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す
な
わ
ち
存
在
す
る
限
り
に
お
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
や
最
古
の
写

し
に
基
づ
い
て
テ
ク
ス
ト
を
作
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と

要
求
し
ま
し
た
。
カ
ー
ル
・
ペ
ル
ツ
は
こ
の
基
準
す
ら
も
満
た
す

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
一
八
六
〇
年
の
ヴ
ァ
イ
ツ
の
見
解
も
、
当
時
の
文
献

学
の
知
識
の
水
準
に
は
合
致
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
カ
ー
ル
・

ラ
ハ
マ
ン
（
一
七
九
三
―
一
八
五
一
）
は
既
に
、
新
約
聖
書
の
テ

ク
ス
ト
文
献
学
に
始
ま
り
、
や
が
て
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ィ
ク
に
も
適

用
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
テ
ク
ス
ト
批
判
法
を
要
求
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
時
以
降
、
も
は
や
最
古
の
写
本
で
は
な
く
て
、
校
訂
作
業R

e-

centio
und

E
m
endatio

を
通
じ
て
再
構
築
さ
れ
た
原
型
こ
そ
が
、

突
き
止
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
、
そ
し
て
編
纂
作
業
の
成
果
と
し
て

伝
来
か
ら
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
た
の
で
す
。

証
書
編
纂
に
ラ
ハ
マ
ン
流
の
方
法
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
文

書
形
式
学
の
大
躍
進
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
テ
オ
ド
ー

ル
・
ジ
ッ
ケ
ル
の
功
績
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
方
法
を
文
書
形
式

学
に
も
適
用
し
た
の
が
ジ
ッ
ケ
ル
だ
っ
た
の
は
偶
然
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
カ
ー
ル
・
ラ
ハ
マ
ン
は
ジ
ッ
ケ
ル
の
父
の
知
り
合
い
で
、

一
八
一
五
年
に
は
と
も
に
従
軍
し
た
経
験
も
あ
り
、
二
人
は
親
し

い
仲
だ
っ
た
の
で
す
。
友
人
の
死
後
ラ
ハ
マ
ン
は
、
ジ
ッ
ケ
ル
を

自
ら
の
甥
と
し
て
扱
い
ま
し
た
。
ジ
ッ
ケ
ル
自
身
、
自
伝
的
文
章

の
中
で
、
ラ
ハ
マ
ン
か
ら
彼
の
方
法
を
教
わ
っ
た
と
証
言
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
ジ
ッ
ケ
ル
自
身
の
証
言
に
よ
る
と
、
彼
に
は
ラ
ハ

マ
ン
の
専
門
分
野
で
活
動
す
る
よ
う
な
勇
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
彼
の
要
求
を
満
た
せ
な
い
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ

れ
ゆ
え
に
ジ
ッ
ケ
ル
は
、
パ
リ
の
か
の
古
文
書
学
校
で
の
修
行
を

通
じ
て
自
身
が
習
熟
し
て
い
た
分
野
へ
と
飛
び
込
ん
だ
の
で
す
。

古
文
書
学
校
は
、
一
八
二
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
古
文
書
学
者
養
成

の
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
そ
の
間
に
よ
み
が
え

っ
て
い
た
サ
ン
・
モ
ー
ル
会
の
伝
統
が
継
続
し
て
い
ま
し
た
。
ブ

レ
グ
ニ
の
レ
ゲ
ス
タ
が
改
訂
さ
れ
、
ド
・
ヴ
ァ
イ
イ
に
よ
っ
て

『
古
書
体
学
の
基
礎
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ジ
ッ
ケ
ル
は
フ

ラ
ン
ス
式
の
文
書
形
式
学
と
ラ
ハ
マ
ン
の
テ
ク
ス
ト
批
判
法
を
自

ら
の
中
で
結
合
し
、
全
体
を
諸
部
分
の
総
和
以
上
の
も
の
に
し
た

の
で
す
。
彼
は
一
八
六
〇
年
代
に
、
現
代
的
な
意
味
で
の
学
術
的

文
書
形
式
学
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
素
材
と
し
た
の
は
カ
ロ
リ
ン

グ
初
期
の
王
と
皇
帝
、
つ
ま
り
ピ
ピ
ン
、
カ
ー
ル
大
帝
、
ル
イ
敬

虔
帝
の
証
書
史
料
で
、
文
書
形
式
学
に
つ
い
て
の
諸
論
文
の
中
で
、

そ
し
て
と
り
わ
け
一
八
六
七
年
の
証
書
研
究
の
中
で
成
果
を
公
表

し
ま
し
た
。
そ
れ
故
に
、
ジ
ッ
ケ
ル
の
証
書
研
究
の
五
年
後
に
出

さ
れ
た
ペ
ル
ツ
の
版
は
、
ま
す
ま
す
時
代
錯
誤
な
も
の
で
あ
る
と

の
印
象
を
与
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
文
書
形
式
学
の
突
然
の
飛
躍

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
文
書
形
式
学
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ

一
二
三
（
一
二
三
）



に
全
く
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。

テ
オ
ド
ー
ル
・
ジ
ッ
ケ
ル
が
一
八
六
七
年
に
証
書
研
究
と
と
も

に
文
書
形
式
学
の
新
時
代
の
扉
を
開
く
と
、
君
主
の
証
書
の
包
括

的
見
直
し
が
徐
々
に
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
担
当
し
た
の
は
モ

ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
で
す
。M

G
H

は

ゲ
オ
ル
ク
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ペ
ル
ツ
の
失
脚
以
降
、
と
り
わ
け
テ

オ
ド
ー
ル
・
モ
ム
ゼ
ン
の
影
響
下
で
、
一
八
七
五
／
七
六
年
に
新

し
い
体
制
に
移
っ
て
い
ま
し
た
。
テ
オ
ド
ー
ル
・
ジ
ッ
ケ
ル
に
よ

っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
基
本
原
則
が
証
書
部
門D
iplom

ata

の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
、
そ
の
初
め
て
の
事
業
は
、
オ
ッ
ト
ー
朝
期
の

証
書
、
つ
ま
り
九
一
一
年
か
ら
一
〇
二
四
年
の
証
書
の
学
術
版
刊

行
で
し
た
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
の

ア
ー
カ
イ
ヴ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
の
版
の
最
古
の
試
し
刷
り
は
、

ジ
ッ
ケ
ル
が
大
い
に
ラ
ハ
マ
ン
に
影
響
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
を

し
め
し
て
い
ま
す
。
彼
は
ま
ず
ラ
ハ
マ
ン
流
の
「
原
型
」
と
い
う

概
念
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
後
の
段
階
に
な
っ
て
初
め
て
そ
れ
は

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
」
と
い
う
概
念
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。
ジ
ッ

ケ
ル
に
よ
る
と
、
書
記
や
口
述
の
比
較
が
最
も
重
要
な
方
法
的
介

入
を
構
成
し
て
い
ま
し
た
。
彼
に
と
っ
て
真
正
性
の
批
判
に
関
し

て
最
も
重
要
な
問
い
は
、
証
書
が
尚
書
局
に
即
し
た
形
を
と
っ
て

い
る
か
ど
う
か
で
し
た
。
証
書
編
纂
の
際
に
、
テ
ク
ス
ト
の
成
立

の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
真
正
性
批
判
、
さ
ら
に
は
文
書
形
式
学
的

研
究
が
常
に
中
心
に
お
か
れ
て
い
る
現
在
の
状
況
は
、
こ
の
ジ
ッ

ケ
ル
流
の
方
法
ゆ
え
に
生
じ
て
い
る
の
で
す
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
の
国
王
証
書

篇
を
皮
切
り
に
、
大
規
模
な
国
家
的
研
究
組
織
に
よ
っ
て
様
々
な

国
王
・
皇
帝
証
書
の
編
纂
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で

は
『
フ
ラ
ン
ス
史
に
関
す
る
証
書
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
集
』、
イ
タ
リ

ア
で
は
『
イ
タ
リ
ア
歴
史
史
料
集
』
が
現
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら

デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ま
で
各
地
で
さ
ら
な
る
事
業
が
続

い
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
証
書
部
門
の
代
表
テ
オ
ド
ー
ル
・
フ

ォ
ン
・
ジ
ッ
ケ
ル
は
、
当
時
のM

G
H

の
所
在
地
で
あ
る
ベ
ル
リ

ン
で
活
動
し
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
歴
史
研
究
所
の
代
表
だ
っ
た
た
め
、
そ
の
指
導
下
に
あ
っ

た
証
書
部
門
も
ウ
ィ
ー
ン
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
す
。
カ
ロ
リ
ン

グ
期
の
証
書
を
編
纂
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル

ト
・
ミ
ュ
ー
ル
バ
ッ
ハ
ー
の
死
後
、
こ
の
作
業
は
一
九
〇
三
年
に

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
タ
ン
グ
ル
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。
一
八
九
七
年
に

ウ
ィ
ー
ン
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
招
聘
さ
れ
て
い
た
彼
の
当
時
の
弟
子

に
あ
た
る
人
物
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
証
書
部
門
は
二
つ
に
分

か
れ
、
古
い
時
代
を
担
当
す
る
部
門
が
当
時
のM

G
H

の
所
在
地

で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
に
移
り
ま
し
た
。
テ
オ
ド
オ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・

史
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ジ
ッ
ケ
ル
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
コ
ン
ラ
ー
ト
一
世
と
九
一
一
年
か

ら
一
〇
二
四
年
ま
で
の
オ
ッ
ト
ー
朝
の
君
主
の
版
を
初
め
と
し
て
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
は
体
系
的
に
君

主
の
証
書
を
編
纂
し
、
ほ
と
ん
ど
の
空
白
を
埋
め
て
き
ま
し
た
。

証
書
部
門
に
関
し
て
い
え
ば
、
五
世
紀
の
最
古
の
フ
ラ
ン
ク
王
の

証
書
群
か
ら
一
一
九
〇
年
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の

死
ま
で
の
君
主
の
証
書
に
つ
い
て
、
二
つ
の
時
期
を
除
い
て
全
て

の
も
の
が
編
纂
さ
れ
て
い
ま
す
。
欠
落
し
て
い
る
の
は
ル
イ
敬
虔

帝
期
の
八
一
四
年
か
ら
八
四
〇
年
ま
で
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
期
の

一
一
〇
六
年
か
ら
一
一
二
五
年
の
部
分
で
す
が
、
前
者
の
時
代
に

関
し
て
は
ま
も
な
く
埋
め
ら
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
作
業
は
原
則
と
し
て
、
常
設
の
本
部
で
は
な
く
大
学
や
学
術
組

織
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
は
現
在
に
も
当
て
は
ま
り
ま

す
。
多
く
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
の
計
画
と
同
じ
よ
う
に
、
証
書
部
門

の
大
規
模
事
業
も
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
のM

G
H

で
行
わ
れ
る
の
で
は

な
く
、M

G
H

の
中
央
委
員
会
の
依
頼
に
基
づ
い
て
個
々
の
編
纂

者
に
委
託
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
大
学
で
作
業
を
行

い
ま
す
。
そ
の
際
し
ば
し
ば
様
々
な
学
術
団
体
の
支
援
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現
在
ル
イ
敬
虔
帝
の
証
書
編
纂
事
業
は
ボ
ン

で
テ
オ
・
ケ
ル
ツ
ァ
ー
の
も
と
で
行
わ
れ
て
お
り
、
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
刊
本
と

と
も
に
初
期
中
世
の
君
主
に
お
け
る
最
後
の
大
き
な
空
白
が
埋
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
す
。
作
業
の
終
了
は
二
〇
一
〇
年
に
迫

っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
ハ
イ
ド
リ
ヒ
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
、
ま
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
私
家
版
で
公
に
さ
れ
た
ア
ル
ヌ
ル

フ
一
門
の
証
書
の
版
は
、
証
書
部
門
の
枠
組
み
の
中
で
刊
行
す
る

た
め
に
、
現
在
改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ッ
ト
ー
朝
の
君
主
の
証

書
は
編
纂
済
み
で
す
が
、
ザ
ー
リ
ア
朝
の
君
主
に
関
し
て
は
、
ハ

イ
ン
リ
ヒ
五
世
の
証
書
が
未
だ
欠
け
て
い
ま
す
。
長
い
間
マ
テ
ィ

ア
ス
・
テ
ィ
ー
ル
が
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
で
こ
の
作
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
彼
の
包
括
的
な
成
果
は
ま
も
な
く
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
閲
覧
可
能
に
な
り
ま
す
が
、
刊
本
の
公
開
の
た

め
に
は
さ
ら
な
る
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
事
業
は
現

在
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
期
に
つ
い
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ン

リ
ヒ
・
ア
ペ
ル
ト
が
一
九
七
〇
／
八
〇
年
代
に
フ
リ
ー
ド
リ
ッ

ヒ
・
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の
証
書
を
刊
行
し
た
後
、
現
在
で
は
彼
の
弟

子
達
が
こ
の
作
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
六
世
の
証

書
は
、
ア
ペ
ル
ト
の
準
備
作
業
に
基
づ
い
て
、
ベ
テ
ィ
ー
ナ
・
マ

レ
チ
ェ
ク
�
プ
フ
ェ
ル
ス
キ
と
ペ
ー
タ
ー
・
セ
ン
デ
ス
に
よ
っ
て

オ
ー
ス
ト
リ
ア
歴
史
研
究
所
で
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
証
書
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ア
カ
デ
ミ
ー
中
世
史
研
究
所
で
ア
ン
ド
レ
ア
・
リ
ハ
チ
ェ
ク
に
よ

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
文
書
形
式
学
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
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っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
コ
ッ
ホ
は
バ
イ
エ
ル

ン
ア
カ
デ
ミ
ー
の
支
援
を
受
け
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

二
世
の
証
書
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
既
に
二
冊
の
刊
本
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
は
現
在
も
精
力
的
に
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ン
フ
レ
ッ
ド
の
証
書
を
現
在
担
当
し
て
い
る
の
は
、
コ
ッ
ホ
の

弟
子
で
あ
る
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
リ
ー
ド
ル
で
す
。
二
〇
一
〇

年
二
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
私
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
大
学
へ
の
転

任
と
と
も
に
、
そ
こ
で
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
七
世
）
に
関
す
る
作
業
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
つ
の
事
業
は
古
文
書
学
者

に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
の
証
書
が
ヨ
ア

ヒ
ム
・
ヴ
ィ
ル
ト
に
よ
っ
て
、
│
│
こ
こ
で
我
々
は
シ
ュ
タ
ウ
フ

ァ
ー
期
を
離
れ
ま
す
│
│
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
カ
ス
テ
ィ

リ
エ
ン
の
証
書
が
イ
ン
ゴ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ブ
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
し
か
しM

G
H

証
書
部
門
の
枠
組
み
の
中
で
刊
行

さ
れ
る
の
は
ド
イ
ツ
の
皇
帝
・
国
王
証
書
の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ハ
ン
ス
・
エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
・
マ
イ
ヤ
ー
の
手
に
よ
る
エ
ル
サ
レ

ム
王
の
証
書
の
版
が
現
在
印
刷
中
で
す
。
後
期
中
世
に
関
し
て
は
、

古
典
的
な
証
書
部
門
の
刊
本
に
従
い
つ
つ
も
さ
ら
に
大
規
模
な
素

材
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
困
難
は
伴
わ
な
い
で
あ
ろ
う
真
正
性

批
判
を
踏
ま
え
た
上
で
、
よ
り
簡
潔
で
廉
価
な
版
が
出
さ
れ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
ペ
ー
タ
ー
・
ト
ラ
ウ
が
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ

ッ
ケ
ン
で
、
彼
の
レ
ゲ
ス
タ
・
イ
ン
ペ
リ
に
つ
い
て
の
作
業
に
基

づ
い
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
の
証
書
の
版
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

後
期
中
世
に
は
証
書
が
膨
大
に
な
り
全
く
新
し
い
文
書
形
式
が

現
れ
た
た
め
、
要
求
水
準
を
満
た
す
よ
う
な
完
全
な
刊
本
は
、
証

書
部
門
か
ら
で
は
な
く
別
の
シ
リ
ー
ズ
で
あ
るC

onstitutiones

の
中
で
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。C

onstitutiones

は
立
法
部
門Le-

ges

の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
九
一
一
年
か
ら
一
一
九
七

年
の
間
の
比
較
的
古
い
時
代
に
関
し
て
は
、
補
足
的
な
非
証
書
史

料
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
証
書
部
門
の
刊
本
は
差
し
当
た
り
シ
ュ

タ
ウ
フ
ァ
ー
期
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
た
た
め
、
ヤ
コ
ブ
・
シ
ュ

ヴ
ァ
ル
ム
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
諸
々
の
刊
本
は
、
大
空
位
時
代

の
終
わ
る
一
二
七
三
年
か
ら
一
三
三
〇
年
ま
で
の
時
代
に
関
し
て

選
ば
れ
た
い
く
つ
か
の
証
書
の
み
を
含
ん
で
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
分

裂
の
時
代
、C

onstitutiones

の
作
業
は
東
ベ
ル
リ
ン
で
継
続
さ

れ
ま
し
た
。
今
日
で
は
ベ
ル
リ
ン
の
支
部
は
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
メ
ン

ツ
ェ
ル
の
も
と
ベ
ル
リ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
か
れ
、
ル
ー
ト
ヴ

ィ
ヒ
四
世
と
カ
ー
ル
四
世
に
つ
い
て
の
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
後
期
中
世
の
君
主
の
文
書
形
式
学
の
領
域
で
は
、

重
点
はM

G
H

で
は
な
く
レ
ゲ
ス
タ
・
イ
ン
ペ
リ
に
お
か
れ
て
い

ま
す
。
完
全
な
テ
ク
ス
ト
で
は
な
く
、
証
書
の
内
容
の
要
約
、
つ

ま
り
は
レ
ゲ
ス
タ
を
提
供
す
る
事
業
で
す
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
の

史
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レ
ゲ
ス
タ
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
の
ク

ル
ト
�
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
イ
ェ
シ
ュ
ケ
と
ペ
ー
タ
ー
・
ト
ラ
ウ
で
す
。

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
と
カ
ー
ル
四
世
に
関
し
て
は
同
様
に
ミ
ヒ
ャ

エ
ル
・
メ
ン
ツ
ェ
ル
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
何
年
か
の
間
に

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
と
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
、
つ
ま
り
中
世
末

の
君
主
達
に
つ
い
て
の
作
業
が
大
き
く
進
展
し
ま
し
た
。
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
三
世
に
関
し
て
は
証
書
の
所
蔵
地
ご
と
に
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
指
摘
す
べ
き
こ
と
は
、
レ
ゲ
ス
タ
・
イ
ン

ペ
リ
に
お
い
て
も
よ
り
古
い
時
代
に
関
し
て
は
、
未
完
了
の
ま
ま
、

ま
た
は
改
訂
が
必
要
な
状
況
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ジ
ー
リ
ン
ス
キ
は
ギ
ー
セ
ン
で
カ
ロ

リ
ン
グ
期
・
オ
ッ
ト
ー
朝
期
の
イ
タ
リ
ア
に
関
す
る
複
数
の
巻
を

刊
行
し
て
お
り
、
現
在
は
ブ
ル
グ
ン
ド
に
つ
い
て
の
巻
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
イ
ル
ム
ガ
ル

ド
・
フ
ェ
ー
ス
は
シ
ャ
ル
ル
禿
頭
王
の
レ
ゲ
ス
タ
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
君
主
の
証
書
の
領
域
で
は
一
三
世
紀
ま
で
の
ほ

と
ん
ど
の
空
白
は
埋
め
ら
れ
て
お
り
、
未
だ
残
さ
れ
た
い
く
ら
か

の
空
白
は
そ
う
遠
く
な
い
間
に
埋
め
ら
れ
る
見
通
し
で
す
。
現
在

進
行
中
の
ほ
と
ん
ど
の
作
業
は
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
朝
期
に
集
中
し

て
い
ま
す
。

君
主
の
証
書
の
枠
組
み
を
超
え
て
、M

G
H

は
諸
侯
や
君
候
家

の
証
書
に
対
し
て
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
分
野
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
二
つ
の
版
の
み
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ー
ル
・
ヨ
ル

ダ
ン
に
よ
っ
て
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
九
年
の
間
に
出
さ
れ
た

ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅
子
公
の
版
は
、
初
め
は
政
治
的
利
害
に
よ
っ
て
要

求
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
ナ
チ
ス
親
衛
隊
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・

ヒ
ム
ラ
ー
が
、
東
方
の
政
治
家
と
し
て
の
こ
の
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ン
家

出
身
の
公
に
関
心
を
持
っ
た
の
で
す
。
一
九
九
八
年
に
は
ヴ
ェ
ル

ナ
ー
・
ゲ
ッ
ツ
と
エ
ル
ケ
・
ゲ
ッ
ツ
に
よ
る
ト
ス
カ
ー
ナ
伯
マ
テ

ィ
ル
デ
の
証
書
集
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
新
た

な
刺
激
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ッ
ツ
夫
人
はM

G
H

の
文
書

形
式
学
者
と
し
て
私
の
ポ
ス
ト
を
引
き
継
ぎ
、
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー

朝
期
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
教
皇
特
使
の
証
書
を
刊
行
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

十
九
世
期
末
の
教
皇
庁
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
開
放
と
と
も
に
、
い

く
つ
か
の
物
が
時
代
遅
れ
に
な
り
、
教
皇
庁
の
文
書
形
式
学
の
ブ

ー
ム
が
始
ま
り
ま
し
た
。M

G
H

の
枠
組
み
の
中
で
は
、
書
簡
集

シ
リ
ー
ズ
の
中
で
、
古
い
時
代
の
教
皇
達
が
書
簡
の
形
で
書
い
た

証
書
の
み
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
教
皇

庁
の
文
書
形
式
学
に
関
す
る
最
も
重
要
な
作
業
は
、
現
在
レ
ゲ
ス

タ
・
イ
ン
ペ
リ
と
ピ
ウ
ス
財
団
教
皇
証
書
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
文
書
形
式
学
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
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中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ゲ
ル
マ
ニ
ア
・
ポ
ン

テ
ィ
フ
ィ
キ
ア
、
ド
イ
ツ
も
大
き
く
関
わ
る
中
で
進
め
ら
れ
た
ガ

リ
ア
・
ポ
ン
テ
ィ
フ
ィ
キ
ア
、
ア
フ
リ
カ
・
ポ
ン
テ
ィ
フ
ィ
キ
ア

と
い
っ
た
地
域
的
な
教
皇
証
書
収
集
事
業
に
の
み
言
及
し
て
お
き

ま
す
。
ク
ラ
ウ
ス
・
ヘ
ー
バ
ー
ス
を
先
頭
に
、
現
在
初
期
中
世
の

教
皇
の
レ
ゲ
ス
タ
が
改
訂
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
十
一
／

十
二
世
紀
の
教
皇
に
関
す
る
若
干
の
事
業
が
、
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
、

マ
イ
ン
ツ
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
、
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
研
究
補
助
資
料
の
作
成
に
関
し
て
は
、
重
要
な
進
展

が
こ
こ
何
年
か
の
間
に
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
記
録
簿
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
。

一
つ
目
は
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
の
文
書
管
理
部
と
在
ロ
ー
マ
・

ド
イ
ツ
歴
史
研
究
所
の
協
力
作
業
の
中
で
進
め
ら
れ
て
い
る
レ
ペ

ル
ト
リ
ウ
ム
・
ゲ
ル
マ
ニ
ク
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
十
五
世
紀

の
記
録
簿
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
在
ロ
ー
マ
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
歴
史
研
究
所
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
て
い
る
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
の
記
録
簿
版
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
教
皇
証
書
の
分
野
に
はM

G
H

は
関
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
ピ
ウ
ス
財
団
教
皇
証
書
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

が
毎
年
『
ド
イ
ツ
中
世
史
研
究
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

君
主
や
教
皇
の
証
書
は
、
十
九
／
二
十
世
紀
の
文
書
形
式
学
の

中
心
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
研
究
補
助
資
料
作
成
事
業

や
史
料
編
纂
事
業
が
こ
れ
ら
証
書
類
の
た
め
に
行
わ
れ
た
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
諸
侯
の
証
書
か
ら
市
井
の
俗
人
の
証
書
ま
で
を

含
む
い
わ
ゆ
る
私
文
書
は
、
地
域
規
模
の
文
書
集U

rkun-

denbücher

に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
文
書
形
式
学
研
究
の
担

い
手
は
、
各
地
域
の
歴
史
委
員
会
、
ア
ー
カ
イ
ヴ
、
歴
史
協
会
で

し
た
。
こ
れ
ら
は
十
九
世
紀
の
間
に
発
展
し
た
も
の
で
す
。
君
主

の
証
書
の
分
野
と
同
じ
よ
う
に
、
モ
デ
ル
、
刊
本
、
レ
ゲ
ス
タ
の

あ
り
方
は
大
き
く
多
様
で
あ
り
、
収
録
す
る
証
書
の
範
囲
に
つ
い

て
も
、
一
つ
の
場
所
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
一
つ
の
機
関
の
場
合
も

あ
り
、
さ
ら
に
は
現
在
・
過
去
の
地
域
的
枠
組
み
に
従
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
ま
さ
し
く
近
年
に
な
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
作
業
は
現
実
的
な
路
線
を
と
っ
て
い
て
、
一
つ
の
証

書
群U

rkundenfonds

に
専
念
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
文
書
集

は
一
二
〇
〇
年
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
一
三
〇
〇
年
を
超
え
て
発

行
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
期
中
世
の
膨
大
な
伝
来
は
全

て
を
収
録
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
い
る
た
め
で
す
。
現
在
特

に
、
地
方
、
地
域
、
ま
た
は
組
織
の
文
書
集
の
分
野
で
多
く
の
仕

事
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
質
は
一
様
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
分
野
で
は
学
術
研
究
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
ま
す
ま

史
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す
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
歴
史
学
は
以
前
よ
り
も
強
く
理
論
的

に
整
序
さ
れ
、
学
術
活
動
に
お
け
る
中
世
学
の
意
義
が
薄
れ
て
お

り
、
学
際
的
・
分
野
横
断
的
研
究
へ
の
志
向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
傾
向
は
基
礎
科
学
に
と
っ
て
良
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
多
く
の
同
僚
が
、
史
料
編
纂
は
学
術
的
作
業
で
は
な
い
と
み

な
し
て
い
ま
す
。
第
三
者
資
金
に
支
え
ら
れ
た
短
期
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
論
集
の
作
成
の
み
を
行
う
よ
う
な

時
代
に
お
い
て
、
一
つ
の
刊
本
作
成
に
必
要
な
長
期
的
準
備
作
業

を
行
う
こ
と
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文
書
形
式
学

は
大
学
で
は
そ
の
立
場
を
大
き
く
失
っ
て
い
て
、
現
代
的
な
古
文

書
学
者
養
成
に
お
い
て
よ
り
前
面
に
現
れ
て
い
る
の
は
、
か
つ
て

そ
こ
で
守
ら
れ
て
い
た
古
代
・
中
世
史
の
補
助
学
で
は
な
く
、
デ

ー
タ
処
理
や
近
代
の
大
量
の
書
類
の
処
理
作
業
な
の
で
す
。
心
性

の
変
化
も
は
っ
き
り
現
れ
て
い
ま
す
。
古
文
書
学
者
は
第
一
に
行

政
官
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
て
は
典
型
的
で
あ
っ
た

基
礎
作
業
を
勤
務
時
間
内
に
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
せ
い
ぜ
い

の
と
こ
ろ
余
暇
に
お
け
る
趣
味
と
し
て
行
う
場
合
の
み
、
上
司
に

よ
っ
て
黙
認
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
一
八
六
〇
年
に
す
で
に
、
何

度
か
言
及
し
た
ゲ
オ
ル
ク
・
ヴ
ァ
イ
ツ
は
書
い
て
い
ま
す
。「
私

の
考
え
で
は
、
可
能
な
限
り
包
括
的
か
つ
詳
細
を
究
め
た
形
で
真

正
性
を
調
査
し
、
こ
の
問
題
に
関
係
す
る
全
て
の
論
点
を
論
じ
た

上
で
初
め
て
、
証
書
の
編
纂
者
は
一
つ
の
も
の
を
提
示
す
る
こ
と

が
出
来
る
」。
近
年
で
は
ま
す
ま
す
多
く
の
証
書
の
刊
本
が
、
文

書
形
式
学
的
批
判
な
し
に
テ
ク
ス
ト
を
印
刷
す
る
だ
け
に
留
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
と
り
わ
け
、
偽
造
さ
れ
た
文
書
の
数
が
少
な

い
後
期
中
世
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。
し
か
し
十
二
／
十
三
世
紀
に

関
し
て
は
常
に
偽
造
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
時
代
の
証
書
を
編
纂
し
な
が
ら
、
真
正
性
や
偽
造
の
こ
と
を

全
く
考
え
な
い
人
物
が
い
た
な
ら
、
攻
撃
を
受
け
て
も
当
然
な
の

で
す
。
し
か
し
│
│
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
│
│
文
書
形

式
学
的
批
判
の
放
棄
が
か
な
り
の
程
度
広
が
っ
て
い
る
た
め
、

『
ド
イ
ツ
中
世
史
研
究
雑
誌
』
に
お
い
て
私
は
、
現
在
の
証
書
編

纂
作
業
に
関
す
る
多
く
の
書
評
の
中
で
そ
の
こ
と
を
強
調
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

テ
オ
ド
ー
ル
・
ジ
ッ
ケ
ル
や
ハ
リ
ー
・
ブ
レ
ス
ラ
ウ
か
ら
カ
ー

ル
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ブ
リ
ュ
ー
ル
や
テ
オ
・
ケ
ル
ツ
ァ
ー
ま
で
、
ジ

ョ
ル
ジ
ュ
・
テ
シ
エ
か
ら
ロ
ベ
ー
ル
�
ア
ン
リ
・
ボ
テ
ィ
エ
や
ジ

ャ
ン
・
デ
ュ
フ
ー
ル
ま
で
の
文
書
形
式
学
者
に
と
っ
て
、
頂
点
を

な
す
作
業
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
文
書
形
式
学
が
本
来
意
味
す
る

所
は
編
纂
業
務
で
し
た
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ

ス
ト
リ
カ
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
作
業
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
業
務

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
確
実
に
正
当
な
権
利
を
有
し
、
そ
し
て
良
く

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
文
書
形
式
学
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ

一
二
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根
拠
づ
け
ら
れ
た
こ
の
見
解
は
、
小
さ
い
け
れ
ど
も
重
要
な
副
作

用
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
テ
ク
ス
ト
が
作
成
さ
れ
、
真
正
性
問
題

が
解
明
さ
れ
版
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
文
書
形
式
学
は
終
了
し
た
か

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
私
が
一
九
九
九
年
に
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル

ク
で
の
報
告
で
論
争
的
に
述
べ
た
言
い
方
を
す
れ
ば
「
証
書
は
編

纂
さ
れ
、
問
題
は
決
着
し
たcarta

edita,causa
finita

」
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
後
も
論
考
は
出
さ
れ
、
そ
れ

ら
は
ま
れ
に
新
発
見
を
提
示
し
、
真
正
性
の
疑
わ
し
い
証
書
を
も

う
一
度
精
査
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
個
々
の
証
書
や
証
書
群
の
文

書
形
式
学
に
も
う
一
度
根
本
的
に
取
り
組
む
仕
事
は
む
し
ろ
ま
れ

な
の
で
す
。
し
ば
し
ば
、
レ
ゲ
ス
タ
の
作
業
や
地
域
レ
ヴ
ェ
ル
・

組
織
レ
ヴ
ェ
ル
の
文
書
集
の
準
備
の
際
に
こ
の
よ
う
な
刊
本
が
出

版
さ
れ
る
の
で
す
が
、
根
本
的
な
再
検
討
に
取
り
組
む
こ
と
は
や

は
り
ま
れ
で
す
。

も
ち
ろ
ん
編
纂
作
業
だ
け
が
文�

書�

形�

式�

学�

な
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
二
十
世
紀
後
半
に
は
、
伝
統
的
な
生
産
的
・
編
纂
的
方
向
性

を
持
つ
文
書
形
式
学
に
加
え
て
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ィ

ヒ
テ
ナ
ウ
や
ヘ
ル
ヴ
ィ
グ
・
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
の
よ
う
な
人
た
ち
に

代
表
さ
れ
る
新
し
い
傾
向
が
発
展
し
ま
し
た
。
前
文
、
称
号
表
記
、

叙
述
部
、
日
付
確
定
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
研
究
は
、
文
書
形
式
学

に
関
し
て
も
歴
史
学
一
般
に
関
し
て
も
重
要
な
知
見
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
そ
の
自
己
理
解
の
中
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
ウ
ィ
ー
ン
の

研
究
者
は
、
当
時
の
文
書
形
式
学
の
主
流
と
は
明
確
に
異
な
っ
て

い
ま
す
。
フ
ィ
ヒ
テ
ナ
ウ
は
、「
厳
格
な
規
律
を
持
っ
た
」
文
書

形
式
学
の
伝
統
的
な
評
価
に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま
す
し
、
ヴ
ォ
ル

フ
ラ
ム
は
、
自
身
の
作
業
領
域
を
「
正
式
の
文
書
形
式
学
」
か
ら

区
別
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
歴
史
研
究
所
に
根
を

下
ろ
し
、
既
に
研
究
の
何
世
代
に
も
渡
っ
て
作
用
し
て
い
た
明
確

な
方
針
に
基
づ
い
て
い
た
た
め
、「
新
ウ
ィ
ー
ン
学
派
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
研
究
方
針
の
特
徴
を
指
摘
し
た
い

場
合
、
文
書
形
式
学
を
は
る
か
に
超
越
し
た
知
識
へ
の
関
心
に
鑑

み
て
、「
メ
タ
文
書
形
式
学
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

様
々
な
証
書
の
定
式
の
中
に
見
ら
れ
る
精
神
史
、
政
治
史
、
国
制

史
、
統
治
理
念
に
関
す
る
情
報
に
と
り
わ
け
関
心
を
抱
い
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
「
メ
タ
文
書
形
式
学
」
は
古
典
的
な
文
書
形
式
学

に
と
っ
て
も
、
一
般
的
な
歴
史
学
に
と
っ
て
も
重
要
な
成
果
を
獲

得
し
て
い
ま
す
。

文
書
形
式
学
に
加
え
て
包
括
的
な
証
書
研
究
を
打
ち
立
て
よ
う

と
す
る
様
々
な
試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
オ
ド
ー
ル
・
フ
ォ

ン
・
ジ
ッ
ケ
ル
以
来
ド
イ
ツ
の
文
書
形
式
学
は
、
編
纂
活
動
に
あ

わ
せ
て
組
織
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
そ
の
作
業
の
み
に
専
念
し

て
き
ま
し
た
。
文
献
学
が
学
問
分
野
の
王
に
相
当
す
る
の
で
す
。

史
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こ
の
こ
と
か
ら
さ
ら
な
る
帰
結
が
生
じ
て
い
ま
す
。
我
々
の
刊
本

の
中
で
、
証
書
は
結
局
の
と
こ
ろ
テ
ク
ス
ト
と
し
て
提
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
証
書
を
一
つ
の
テ
ク
ス
ト
に
還
元
し
て
し
ま

う
こ
と
は
、
次
元
の
喪
失
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と

は
近
年
何
度
も
正
当
な
批
判
を
浴
び
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
り

ま
す
。
二
〇
〇
三
年
に
亡
く
な
っ
た
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
の
歴
史
補
助

学
者
ペ
ー
タ
ー
・
リ
ュ
ッ
ク
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
来
、
証
書
の

図
像
的
な
次
元
を
再
び
大
き
く
中
心
へ
と
動
か
す
試
み
を
行
い
ま

し
た
。
芸
術
作
品
や
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
の
証
書
に
つ
い
て
の
い
く

つ
も
の
論
考
と
と
も
に
、
こ
の
種
の
史
料
に
含
ま
れ
る
、
埋
没
し
、

刊
本
中
で
損
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
様
々
な
次
元
を
再
び
思
い
出
さ

せ
よ
う
と
し
た
の
で
す
。「
私
の
考
え
で
は
、
国
王
証
書
は
権
標

を
運
ぶ
伝
令
官
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
だ
。
確
か
に
そ
れ
は
、

言
語
に
よ
る
通
知
、
す
な
わ
ち
テ
ク
ス
ト
を
運
び
、
言
葉
を
発
す

る
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
そ
れ
自
身
が
姿
を
現
す
必
要
が
あ
る
。
読

む
こ
と
の
出
来
な
い
人
物
に
も
差
出
人
や
遠
方
か
ら
の
意
向
を
伝

え
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
耳
の
不
自
由
な
人
に
も
合
図
を
送
り
、
目
の

見
え
な
い
人
に
は
、
他
の
種
類
の
テ
ク
ス
ト
と
は
異
な
っ
た
証
書

特
有
の
言
葉
の
リ
ズ
ム
を
伝
え
る
の
で
あ
る
。
証
書
テ
ク
ス
ト
は

演
出
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
り
、
個
々
の
言
葉
は
槍
持
ち
や
旗
手

の
よ
う
な
衣
服
を
着
せ
ら
れ
、
飛
び
交
う
コ
ロ
ン
の
間
を
小
さ
な

聖
な
る
記
号
の
よ
う
に
漂
う
の
は
、
古
文
書
中
の
称
号
、
権
力
と

至
福
の
権
標
で
飾
ら
れ
た
舞
台
、
印
璽
の
中
の
王
冠
を
か
ぶ
っ
た

国
王
と
十
字
架
、
ク
リ
ス
モ
ン
や
認
証
の
印
の
魔
力
、
命
令
を
行

う
文
言
の
情
け
容
赦
の
な
い
響
き
…
」。
こ
こ
二
十
年
の
間
に
、

と
り
わ
け
グ
ン
ベ
ル
ト
と
リ
ュ
ッ
ク
に
よ
っ
て
レ
イ
ア
ウ
ト
と
そ

の
機
能
の
問
題
が
、
古
書
体
学
や
文
書
形
式
学
の
中
で
活
発
に
議

論
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
に
基
づ
い
て
、
伝
統
的
な
文
書
形
式

学
に
お
い
て
真
正
性
批
判
の
手
が
か
り
と
し
て
の
み
関
心
を
集
め

て
い
た
多
く
の
要
素
が
、
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
と
も
に
、
研
究
状
況
の
評
価
も
極
め
て

特
徴
的
な
形
で
変
化
し
ま
し
た
。
メ
タ
文
書
形
式
学
の
特
徴
を
持

っ
た
多
く
の
新
し
い
研
究
は
、
証
書
内
部
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
関

心
を
集
中
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
外
的
形
態
も
大
い
に
解
明
さ
れ
る

に
値
す
る
べ
き
研
究
対
象
で
し
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
ペ
ー
タ

ー
・
リ
ュ
ッ
ク
は
一
九
九
六
年
に
異
議
を
唱
え
て
い
ま
す
。「
テ

ク
ス
ト
の
内
容
の
み
に
執
着
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
頃
の

文
書
形
式
学
は
、『
感
覚
の
領
域
』
を
用
い
た
何
ら
か
の
観
察
態

度
を
と
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。
十
七
／
十
八
世
紀
の

先
人
達
は
…
そ
の
点
で
傑
出
し
て
い
た
の
だ
…
」。
リ
ュ
ッ
ク
の

主
張
は
い
く
つ
か
の
点
に
お
い
て
十
分
に
正
し
い
の
で
す
が
、
テ

ク
ス
ト
と
し
て
の
証
書
に
集
中
す
る
こ
の
態
度
は
、
完
全
な
誤
り

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
文
書
形
式
学
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
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だ
と
し
て
誤
解
・
中
傷
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に

こ
の
分
野
で
価
値
の
高
い
仕
事
が
な
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
。
こ
こ

で
は
ハ
ン
ス
�
ヘ
ニ
ン
グ
・
コ
ル
ト
ュ
ム
の
仕
事
だ
け
を
指
摘
し

ま
す
。
彼
は
文
献
学
の
方
法
を
用
い
て
、
八
九
六
年
か
ら
レ
オ
九

世
時
代
の
改
革
開
始
ま
で
の
教
皇
証
書
を
研
究
し
ま
し
た
。
ハ
ラ

ル
ド
・
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
に
よ
る
教
皇
証
書
の
版
は
、
多
く
の
証

書
を
改
竄
な
い
し
偽
造
し
た
も
の
と
評
価
し
て
い
ま
し
た
。
厳
格

な
形
式
の
同
一
性
を
出
発
点
と
し
て
、
想
定
さ
れ
た
標
準
か
ら
の

逸
脱
は
、
全
て
偽
造
と
判
断
す
べ
き
指
標
で
あ
る
と
考
え
た
の
で

す
。
そ
の
後
彼
の
弟
子
、
ハ
ン
ス
�
ヘ
ニ
ン
グ
・
コ
ル
ト
ュ
ム
が

明
ら
か
に
し
た
の
は
、
証
書
の
受
領
者
が
ひ
な
形
と
と
も
に
「
尚

書
局
」
に
接
触
す
る
と
、
そ
れ
以
降
に
出
さ
れ
る
証
書
に
言
語
表

現
上
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
す
ら
も
あ
り
得
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
結
果
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
の
版
に
関
し
て
四
〇
％
の
事

例
を
評
価
し
直
す
必
要
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
証
書
の
受
領
者
側
の

伝
来
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
で
、
コ
ル
ト
ュ
ム
は
証
書
作
成
へ
の
受

領
者
の
関
与
を
評
価
し
直
し
、
ハ
ラ
ル
ド
・
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
が

時
代
の
教
皇
証
書
の
伝
統
的
な
版
の
中
で
設
定
し
た
真
正
性
判
断

の
基
準
が
静
態
的
す
ぎ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
初
期
・
盛
期

中
世
の
教
皇
尚
書
局
の
イ
メ
ー
ジ
を
書
き
換
え
た
の
で
す
。

つ
ま
り
、
未
だ
に
欠
け
て
い
る
版
│
│
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
モ
ニ

ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
の
第
一
の
任
務
で
す

│
│
以
外
に
も
多
く
の
こ
と
が
行
わ
れ
る
べ
き
な
の
で
す
。
多
く

の
版
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
、
文
書
形
式
学
の
仕
事
が
終
わ
る
こ

と
を
意
味
し
な
い
の
で
す
。
刊
行
物
を
利
用
可
能
な
状
態
に
す
る

こ
と
は
、M

G
H

の
基
本
的
な
任
務
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
既
存
の
全
て
の
刊
本
が
電
子
化
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
のdM

G
H

を
通
じ
て
無
料
で
全
文
検
索
可
能
な
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
修
正
す
る
必
要
の
あ
る
古
い
時
代
の

刊
本
が
、
近
年
体
系
的
に
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
使
い
物
に
な
ら
な

い
ペ
ル
ツ
の
古
い
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
期
の
君
主
の
証
書
版
の
か
わ
り

に
、
テ
オ
・
ケ
ル
ツ
ァ
ー
の
新
し
い
版
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ピ

ピ
ン
か
ら
カ
ー
ル
大
帝
ま
で
の
時
期
の
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
君
主
、

そ
し
て
オ
ッ
ト
ー
朝
の
君
主
の
証
書
の
版
に
関
し
て
は
、
古
い
版

に
そ
れ
ほ
ど
重
大
な
欠
陥
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
完
全
に

新
し
い
版
は
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
代
り
に
テ
オ
・
ケ

ル
ツ
ァ
ー
が
選
ん
だ
方
法
は
、M

G
H

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
ア
ク
セ
ス
出
来
る
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
で
し
た
。
そ
こ
で

は
訂
正
箇
所
や
書
誌
情
報
の
補
足
を
閲
覧
出
来
、
新
た
に
発
見
さ

れ
た
伝
来
が
示
さ
れ
て
い
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
新
し
く
編
纂
さ

れ
た
テ
ク
ス
ト
も
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
場
合
に
は
写
真

版
す
ら
も
付
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
研
究
に
対

史
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す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
も
そ
も
の
中
心
的
任
務

の
枠
組
み
を
超
え
て
い
ま
す
。『
ド
イ
ツ
中
世
史
研
究
雑
誌
』、
そ

し
てM

G
H

の
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
か
ら
無
料
で
ア
ク
セ
ス
可

能
な
そ
の
雑
誌
の
書
評
記
事
を
通
じ
て
、
文
書
形
式
学
の
分
野
を

も
含
む
重
要
な
新
研
究
を
紹
介
し
、
読
者
に
重
要
な
知
見
を
知
ら

せ
る
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

文
書
形
式
学
研
究
の
い
く
つ
か
の
領
域
を
さ
ら
に
見
て
み
れ
ば
、

M
G
H

の
刊
行
物
が
そ
れ
ら
に
お
い
て
重
要
な
貢
献
を
果
た
し
て

き
た
、
ま
た
は
間
も
な
く
そ
れ
を
行
う
見
通
し
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
で
し
ょ
う
。
一
九
八
〇
年
代
／
九
〇
年
代
の
研
究
に
よ
っ
て
、

外
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
研
究
す
る
際
の
ジ
ッ
ケ
ル
以
来
の
伝
統
的

な
や
り
か
た
は
、
信
頼
出
来
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
多
く
の

こ
と
を
見
落
と
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
利
点
と
考
え
ら
れ
て
き
た
要
素
は
「
視
野
の
狭
さ
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
視
野
は
拡
大
さ

れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
長
い
間
想
定
さ
れ
て
き
た
の
と
は
異

な
り
、
タ
イ
ト
ル
の
選
択
は
書
記
の
個
人
的
な
好
み
に
大
き
く
左

右
さ
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
書
記
に

よ
る
外
的
形
態
の
選
択
を
意
味
の
な
い
要
素
と
考
え
て
は
な
ら
な

い
の
で
す
。
初
期
中
世
の
証
書
の
近
代
（
十
九
世
紀
末
以
来
）
の

刊
本
は
注
意
深
く
伝
来
を
記
述
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
情
報

は
テ
ク
ス
ト
の
構
築
作
業
や
テ
ク
ス
ト
批
判
の
た
め
に
の
み
用
い

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
生
み
出
す
背
景
と
考
え

ら
れ
る
の
は
、
基
準
と
な
る
一
つ
の
不
変
の
テ
ク
ス
ト
が
、
か
つ

て
実
際
に
中
世
の
君
主
に
よ
る
多
く
の
真
正
な
証
書
の
基
礎
を
な

し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
十
九
世
紀
に
述
べ
ら
れ
た
ラ
ハ
マ
ン
の

方
法
に
対
す
る
根
本
的
な
批
判
も
、
文
書
形
式
学
の
中
で
は
文
献

学
の
分
野
で
見
ら
れ
た
ほ
ど
の
意
義
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
文
書
形
式
学
的
な
偽
作
す
ら
も
、
多
く
の
場
合
定

期
的
な
改
訂
を
受
け
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
ま

で
残
さ
れ
て
い
る
証
書
の
歴
史
的
解
釈
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な

問
題
に
答
え
る
た
め
の
さ
ら
な
る
資
料
を
、
君
主
の
証
書
の
伝
来

と
作
用
の
歴
史
が
も
た
ら
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
さ
に
こ
の
領

域
に
お
い
て
、
最
近
い
く
つ
か
の
こ
と
が
変
わ
っ
て
来
て
い
ま
す
。

何
十
年
か
前
か
ら
、
証
書
の
伝
来
史
を
軽
視
す
る
伝
統
的
傾
向
が

変
化
し
、
最
近
に
な
っ
て
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
や
パ
ン
カ
ル
タ
と
い

っ
た
特
定
の
特
殊
な
伝
来
形
態
に
関
す
る
重
要
な
論
集
が
刊
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
英
語
圏
や
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の

研
究
者
に
よ
る
仕
事
で
す
。

「
尚
書
局
に
お
け
る
文
書
作
成
」
に
対
す
る
時
代
的
射
程
の
広

い
概
観
の
中
で
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ギ
ヨ
ジ
ャ
ナ
ン
は
、
君
主
の
証

書
に
関
す
る
一
連
の
問
題
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
多
く
の
伝
統
を

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
文
書
形
式
学
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
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持
つ
古
文
書
学
校
の
文
書
形
式
学
担
当
教
授
に
し
て
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
関
わ
っ
て
い
る
、
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
じ
の
人
物

で
す
。
彼
が
提
示
し
た
問
い
は
、
君
主
は
実
際
の
と
こ
ろ
ど
れ
ほ

ど
証
書
生
産
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
、
彼
は
何
を
決
め
た
の
か
、

仲
介
者
た
ち
、
そ
し
て
尚
書
局
、
書
記
が
果
た
す
役
割
は
何
か
に

つ
い
て
の
も
の
で
す
。
そ
し
て
彼
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
新
し
い
研
究
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
証
書
テ

ク
ス
ト
に
対
す
る
伝
統
的
・
文
献
学
的
な
見
方
か
ら
離
れ
、
証
書

を
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
解
釈
し
て
い
ま
す
。
ギ
ヨ
ジ

ャ
ナ
ン
に
よ
れ
ば
、
テ
オ
ド
ー
ル
・
ジ
ッ
ケ
ル
が
作
り
上
げ
た
証

書
の
成
立
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
研
究
の
視
線
を
極
度
に
集
中
化
、
誘

導
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
フ
シ
ュ
ナ
ー
は
、

オ
ッ
ト
ー
朝
の
尚
書
局
の
仕
事
に
つ
い
て
、
卓
越
し
た
人
間
が
果

た
し
て
い
た
全
く
新
し
い
役
割
を
想
定
し
、
書
記
と
尚
書
局
の
関

係
を
新
た
に
定
義
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
彼
は
二
〇
〇
三
年
に

はM
G
H

のSchriften

シ
リ
ー
ズ
の
中
で
こ
の
問
題
に
関
す
る

本
質
的
な
議
論
を
呼
び
起
こ
し
ま
し
た
。
私
自
身
の
仕
事
は
、
カ

ロ
リ
ン
グ
期
の
証
書
慣
行
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
の
た

め
の
史
料
と
し
て
、
証
書
の
外
的
形
態
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

研
究
はM

G
H

在
任
中
に
大
幅
に
改
訂
・
拡
張
さ
れ
、
ま
も
な
く

Schriften

シ
リ
ー
ズ
の
中
で
刊
行
さ
れ
ま
す
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
は
文
書
形
式

学
研
究
の
邸
宅
で
あ
り
、
今
後
も
そ
う
で
あ
り
続
け
ま
す
。M

G
H

と
そ
の
様
々
な
事
業
の
周
辺
で
は
、
編
纂
事
業
の
た
め
の
準
備
作

業
や
細
部
の
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
文
書
形
式
学
研

究
の
重
要
な
中
心
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
旧
来

の
歴
史
補
助
学
に
従
事
し
て
い
る
個
々
の
大
学
も
重
要
で
す
。
し

か
し
そ
こ
で
は
歴
史
補
助
学
は
、
学
生
達
に
対
す
る
要
求
が
高
度

す
ぎ
る
こ
と
、
そ
し
て
活
用
出
来
る
場
面
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

ゆ
え
に
、
徐
々
に
廃
止
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ア
ー
カ
イ
ヴ
は
ま

す
ま
す
歴
史
補
助
学
の
知
識
を
失
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
地
域

史
研
究
も
さ
ら
に
困
難
な
状
況
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
良

い
点
や
チ
ャ
ン
ス
に
つ
い
て
も
強
調
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
簡
単
に

画
像
の
複
製
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
デ
ジ
タ
ル
時
代
で
あ
る
現
在
、

証
書
の
特
定
の
要
素
を
印
刷
版
の
ペ
ー
ジ
の
中
に
再
現
す
る
た
め

の
こ
れ
ま
で
の
努
力
は
不
要
と
な
り
、
編
纂
作
業
の
苦
労
は
著
し

く
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
変
化

は
、
既
に
多
く
の
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
編
纂
者
達
の
努

力
と
平
行
し
て
、
一
八
八
〇
年
に
は
「
写
真
版
皇
帝
証
書
集
」
と

し
て
文
書
形
式
学
の
大
写
真
版
の
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。
写
真

撮
影
と
コ
ロ
タ
イ
プ
に
よ
る
当
時
の
最
新
技
術
の
助
け
を
借
り
て
、

史
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選
ば
れ
た
い
く
つ
か
の
証
書
が
現
在
の
物
に
も
劣
ら
な
い
形
で
再

現
さ
れ
た
の
で
す
。
今
で
は
高
解
像
度
の
ス
キ
ャ
ン
が
、
そ
れ
な

し
で
は
不
可
能
な
研
究
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
書
記
の
比
較
は
、

テ
ク
ス
ト
中
に
分
か
り
や
す
く
組
み
込
ま
れ
た
写
真
の
切
り
抜
き

に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
お
り
、
大
規
模
な
テ
ク
ス
ト
コ
ー
パ
ス
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ア
ク
セ
ス
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
何
が

可
能
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、M

onasterium
.net

の
よ
う
な

デ
ジ
タ
ル
化
計
画
が
示
し
て
い
ま
す
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
は
こ
の
分

野
に
関
与
し
続
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。dM

G
H

と
様
々

な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
、M

G
H

は
研
究
の
た
め
の
さ
ら
な

る
道
具
を
も
た
ら
す
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
し
、
未
来
の
文
書
形

式
学
の
た
め
に
今
後
も
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
き
ま
す
。
ご
関
心
を

持
っ
て
お
聞
き
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
文
書
形
式
学
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ

一
三
五
（
一
三
五
）


